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平成 31年３月４日 

各 位 

 

会 社 名 ラ オ ッ ク ス 株 式 会 社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 羅  怡 文 

（コード番号 8 2 0 2 東 証 第 ２ 部 ） 

問合せ先 経 営 管 理 本 部 長 阿 部 洋 介  

（ＴＥＬ 0 3 － 6 8 5 2 － 8 8 8 3 ） 

 

 

平成 30年 12月期決算短信の遅延理由及び今後の決算開示に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 30年 12月期決算短信（連結）を平成 31年２月 28日に開示しましたが、当該開示が決算期末 50日を超

えたことについての理由及び今後の決算開示について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 決算短信の開示が期末後 50日を超えた理由 

遅延理由につきましては、当社は、平成 31 年１月 25 日付発表の「平成 30 年 12 月期決算発表日程変更に関する

お知らせ」にて開示したとおり、平成 30年 4月 27日付けで子会社化したシャディ株式会社の企業規模が大きく、連結

決算手続きに想定以上の時間を要してしまったことによるものです。具体的には、第三者評価機関による資産評価額

の検証作業のほか、監査法人の監査手続きの実施に時間を要し、会計処理を確定させるために想定以上の業務負荷

がかかったことから、決算短信の開示が遅延する結果となりました。 

 

 

２． 今後の決算開示について 

当社は、今回の決算開示が遅延したことを厳粛に受け止め、今後の開示時期につきましては、期末後 50 日を超え

ることがないよう、企業規模拡大に応じた連結決算体制の充実・強化および連結決算システムを活用した業務の効率

化や標準化を図ることで、決算開示業務の迅速化を進め、開示遅延が起こらない社内体制の整備・構築を進めてまい

ります。 

 

株主の皆様をはじめ関係各位には、多大なご迷惑とご心配をおかけしましたことを心より深くお詫び申し上げます。 

 

以上 


